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要旨；中高生がフィールドで生態系の学習を行うとき，スマホで観察した対象を画像で保存

し，観察後に画像位置情報取得ツール（ソフトウェア）や Google の提供するグーグルマイ

マップを活用して，撮影したスマホの画像の位置情報から，地図上に観察した位置を保存し

観察記録とする方法を考案した．この方法を使用した生態系の学習に関する事例を 2 つ紹

介した．この方法により，高度な GIS や情報処理技術を使用せずに，フィールドにおける

観察記録を地図上等に落とし込むことができた．  

 

キーワード；画像位置情報，ジオタグ付き写真，スマートフォン，生態系  

 

 

はじめに  

 中高生におけるスマホ（スマートフォン）

の普及率が顕著に高い．総務省によれば，我

が国においてはスマホをインターネット接続

端末としての利用率が 13～19 歳で 82.2 %も

あり，20 代 30 代では 90 %以上の利用者がス

マ ホ を 保 有 す る こ と が 示 さ れ た （ 総 務 省  

2018）．急速に普及するスマホの教育現場で

の利活用も進められつつあり，例えば神奈川

県教育委員会は，県立高校など全 144 校への

無線 LAN とインターネット回線の設置をほ

ぼ終え，生徒が私物のスマホなどを学習に利

用できる環境を整えた（日本経済新聞  2019）．

ス マ ホ に は 画 像 撮 影 機 能 と GPS（ Global 
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Positioning System ）による位置情報の獲得

が容易である特徴がある．しかし，自分で撮

影した画像を地図上に表現するには，画像の

位置情報を手入力で転記する必要があった．

倉林ほか（2021）は，スマホやパソコン等の

端末でピンを記録し，csv ファイルで出力でき

るアプリケーションを開発した．これは，画

像を保存せずに，Google マップ上に直接ピン

を 打 つ シ ス テ ム で ， GIS (Geographic 

Information System )を生態系の学習に活用

できることを示した．しかし，調査を行った

生徒が誤認した情報を含む問題があった．  

 ところで，野外活動で得られたデータを地

図上に表現することは重要な意味をもつ．伊

短報  
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藤ほか（1998）は初等教育について「理科で

は各学年の生物とその環境や地球と宇宙など

のテーマで，社会科同様，GIS の幅広い利用

が期待できる．GIS は，社会科や理科だけで

なく様々な教科にわたって，多様な可能性を

秘めている」とした．また，『GIS で環境学習』

（R.オーデッド・G.ルドウィグ著，岡部ほか

訳  2002）は，都市の環境汚染問題，野生生物

の分布などについて，専門家の使用する機器

を用いて得られた情報を GIS で活用した優れ

た事例であるが，簡便さや利便性に乏しかっ

た．近年，地理教育に GIS を活用する方法は

発展しており，『統計・防災・環境情報がひと

目でわかる地図の作り方』（朝日ほか  2019）

では，様々なソフトウェアと GIS の活用方法

が示された．ここでは，オープンデータと

QGIS（オープンソースソフトウェア  注 1）

の利用法を中心に示したが，スマホで撮影し

た画像の位置情報の活用には言及がなかった． 

 また，古川（2001）によれば，野外観察に

は教師主導型と生徒主体型の二つがある．「教

師主導型の実践は生徒の主体的な活動を極力

取り除く」という課題がある．一方で，「生徒

主体型の実践では生徒自身が景観等の読み取

りを行う」ことができるが，生徒主体型の実

践を「実際に短時間で実施することはきわめ

て難しい」ことが示された．また，生徒主体

型の野外活動における時間の短縮は，活動そ

のものについてだけでなく，活動成果をまと

める作業においても重要と考えられた．  

 ところで，生態学分野や地質学分野の大学

レベル以上の研究を除くと，理科教育に関す

る地図または GIS を活用した事例には，活用

の方向性に特徴があった．すなわち，参加者

が提供する位置情報を含む情報を誰かが集約

して，成果を参加者に還元する方向である．  

 さらに，GIS を理科教育に活用した先行研

究は少なく，授業への直接的な活用ではない

が小学生でも入力しやすいフォームで仙台市

におけるセミの分布調査を行った長島ほか

（2011）の「インターネットを用いたこの指

止まれ式（参加型）生き物分布調査活動」や，

長島ほか（2012）の小学校 6 年生の授業にお

ける「児童による身近な生き物分布図を用い

た環境教育的な授業実践」として児童自らが

学区の身近な生き物分布調査を行い，その結

果に基づき地域の環境評価を行う授業実践を

行った事例がある．その中で長島ほか（2012）

は，「理科という教科学習の中で環境教育的な

活動を導入するための視点として，主体・時

間軸・空間軸の３つの視点を意識して授業設

計を行うことの重要性と，分布図の重ね合わ

せ（オーバーレイ）によって，複数間の環境

情報を総合的な評価するという学習活動につ

なげることができる」と指摘した．しかし，

透明 TP シードで重ね合わせる手法はアナロ

グな手法で，GIS の活用につなげることが難

しかった．  

 さらに，小池（2005）は，市民参加型の調

査で得られたデータを GIS 技術者が一方的に

GIS システムの中へ送り，出力された内容を

環境評価マップとして市民に還元する方式よ

りも，市民が研究者や GIS 技術者に助言を得

ながら野外調査をして自ら評価地図作りを行

う方式がよいとして，野外の生物の生育場所

の解析ができる小規模で自由なソフト「みん

なで GIS」（注 2）を公開してきた．しかしな

がら，「みんなで GIS」は，利用者を「参加す

る市民の立場として高い技術レベルを持った

市民（住んでいる研究者・技術者，大学院卒

の専業主婦）」と想定したため，中高生が取り

扱うには若干敷居が高いことは否めなかった． 

 中高生を対象とした，フィールドでの観察

行動を主体とした従来の野外学習では，地図，

フィールドノートまたはメモ帳，カメラが持

ち物となることが多かったが，観察をしなが

らこれらを取り扱うことは煩雑であった．  

 そこで，筆者は，中高生が生態系の学習を

する際に，フィールドで観察した対象を画像

としてスマホに記録して，画像の位置情報を

もとに地図上に落とし込んで記録を保存し，

生態系の学習に利用する方法を提案する．  

この方法では，スマホで撮影した画像の位

置情報を，アクセスが容易な GIS である「グ

ーグルマイマップ」（以下，マイマップと表記

する，注 3）に保存することにより，生徒主体

型で，生徒自らが評価地図を簡便かつ短時間

に作成することが可能となった．マイマップ
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は，グーグルの提供する地図（グーグルマッ

プ）上に，自分だけの地図を作製し，他者と

も共有できる機能である．本稿に示した作成

方法は，倉林ほか（2021）のアプリケーショ

ンを使用せずに生物の位置情報を地図上に記

録する方法で，画像も保存されることから，

種の同定の確認（画像レベル）ができる．す

なわち，伊藤ほか（1998）の指摘した可能性

を，簡便かつ短時間に具現化する方法と考え

た．  

 

 

方法  

(1) テーマと野外活動場所の選定  

 自分の興味関心に応じてテーマを選定する．

また，テーマに沿った活動をする場所を選定

する．旅行先○○で見られた生物を地図上に

記録する場合，「○○の生物」などでよい．  

(2) スマートフォンによる画像の収集  

 スマートフォンをもって野外へ出かけ写真

を撮影する．その際，スマートフォンの設定

の位置情報サービスがオンになっていること

を確認しておく．また，写真を撮影する関係

上，撮影可能な場所・対象かどうかなど，配

慮すべき個人情報に気を付ける．  

(3) 画像の位置情報の csv ファイル化  

 撮影後，PC 上にフォルダをつくり（例えば

「○○の生物」と名前を付ける），スマートフ

ォンの画像をコピーして貼り付ける．次に，

フォルダ内の画像から位置情報を取得したフ

ァイルを作成する．現在のスマートフォンの

プロパティからは，位置情報をコピー＆ペー

ストで抜き出すことが難しいため，専用のソ

フトウェアを用いる．「画像位置情報取得ツー

ル」は，Windows10 の PC においてスマート

フォンなどで撮影した画像から位置情報を取

り出すことができるフリーソフトウェア（注

4）で，csv 形式のファイルに保存することが

できる．Windows10 の PC にダウンロードし

てプログラムを起動すると，画像（ただし対

応するのは JPEG 形式のファイルのみ）を含

むフォルダ毎に，JPEG ファイルのファイル

名，サイズ，更新日時，撮影日時，緯度，経度，

および地図上の位置をピンで表示する．さら

に，これらの情報を選択して csv 形式のファ

イルに保存できる（最上部の行をクリックし

Shift キーを押しながら最下部の行をクリッ

クし，青に反転している状態で右クリック，

ファイルの出力から csv 保存を選択する）．フ

ァイルには，例えば「○○の生物 .csv」などと

名前を付けておく．  

(4) マイマップの作成  

 グーグルアカウントを作成した後，PC のブ

ラウザから自分のグーグルアカウントでログ

インする．次に，「マイドライブ」から「＋新

規」，「その他」，「google マイマップ」と順に

選択し，さらに，現れた画面上の「無題のレ

イヤ」から「インポート」を選択して，作成し

た csv 形式のファイルをドロップする．そう

すると，ブラウザ上のマイマップに，「○○の

生物」を示したレイヤを示すことができる．

無題のレイヤから，例えば「○○の生物」と

いう名前の地図で保存し，マイマップ上のピ

ンに必要な情報を埋め込むなどの編集をして，

ピンを保存する．この例で，「○○の生物」の

フォルダ内に植物と昆虫の 2 種類の生物のグ

ループがある場合には，サブフォルダに分け

て画像ファイルを管理し，サブフォルダごと

に「レイヤを追加」からマイマップ上にイン

ポートすると，同じ地図上にそれぞれの分布

を別のレイヤで示すことができる．この場合，

ピンの色も変えると判別がしやすい．  

 この作業の流れを第 1 図に示した．  

第 1 図．  作業の流れ  
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実践事例と考察  

(1)高校生が作成したマレーシアの野外調査

報告の事例 

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等

学校の古井ほか（ 2020）は，マレーシア研修

の 事 前 学習 と して ， BES(Biodiversity and 

Ecosystem Services)マップ（横山，2020）の

概念とスマホの位置情報を地図上に示す方法

を学び，学習成果をポスター（古井ほか，2020）

にまとめたものである． 

この事例では，アブラヤシプランテーショ

ン（OPP）と森林研究所（FRIM）の 2 か所のマ

イマップを作成し，マイマップ上のピンの数

から 2 か所の生物多様性を比較した．この作

業は，既成の地図の縮尺を気にすることなく，

自由に地図の大きさを変化させることもでき

る．また，動植物を示したピンの数を比較し，

OPP では動物が 0 で植物が 2，一方の FRIM で

は，動物が 5 で植物が 18 となっていた．また，

アブラヤシプランテーションと森林研究所内

の植生について生物多様性と生態系サービス

の視点からも評価した． 

 古井ほか（ 2020）が作成したマイマップを

分析することにより，学習した内容を検討し

た．ピンを立てて保存した画像は，PC のブラ

ウザ上でピンをクリックすることにより編集

ウィンドウが表示できるため，画像そのもの

や画像に含まれる撮影日時・緯度・経度など

の属性に加え学習者のコメントまで表示でき

るしくみとなっている（本稿では詳細を省略）．

また，撮影時刻から 1 か所のマイマップのピ

ン数（保存した画像数）を時間当たりの数

pin/h とすることができた．第 2 図の OPP で

はマイマップ上のピンの画像の撮影日時から，

170 分の学習活動で 84 枚の画像を撮影したの

で 29.6 pin/h ，FRIM では，同様に 40 分の学

習活動で 349 枚の画像を撮影したので 524 

pin/h であった．この値からは，時間当たり

の興味をもって画像を撮影した頻度を測るこ

とができた．さらに，概ね線状の観察経路と

なった OPP では，マイマップ上のピンの位置

から 6.6 km と概算し，距離当たりの観察結

果を 12.7 pin/km とできた．一方，観察面積

を 0.38 km2 と概算した FRIM では 918 pin/km2 

とすることができた． 

 

(2)フィンランドのヌークシオ国立公園内の

観察事例  

 筆者が 2019 年 8 月 23 日にフィンランドの

ヌークシオ国立公園内のトレッキングコース

を観察したときの事例を示した（第 3 図）． 

第 3 図．  フィンランド・ヌークシオ国立公園での  

観察地点を示したマイマップ  

ピンの色は，観察した対象の属性（樹木・森林内の

景観・生態系サービスなど）によって変えたが，ここ

では紙面の関係で省略する．  

第 2 図．  高校生が作成した野外調査報告の事例  

「マレーシアにおけるパーム油産業と生物多様性」

古井快大・木村和寛・松尾奈穂・江藤毬花・木村凪菜

（ 横 浜 市 立 横 浜 サ イ エ ン ス フ ロ ン テ ィ ア 高 等 学 校  

2020）日本森林学会 2020 発表ポスターから著者らの

了承を得て引用  
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 この場合のように，事前に地図の入手が難

しく，観察できる植生や生物等の事前調査が

不十分となる場合でも，スマホの画像位置情

報だけから撮影した対象を地図上に保存する

ことができた． 

 しかし，第 3 図のように，地図上にピンの

位置が示されているだ

けでは，生態系の情報

として不十分だが，撮

影した対象の情報を別

紙（第 4 図，第 5 図）に

書き込むことで，これ

らをリンクさせること

ができるが，このリン

クのデジタル化につい

ては達成できていない． 

 

 

今後の展望  

 本稿で示した方法を，

教材として普遍するた

めには，事例を積み重

ねる必要がある．また，

本稿で示した方法を活

用するアイディアとし

て，外来植物マップの

作成が挙げられる（横

山，2022）．さらには，

総合的探究の時間など，

生徒が主体的に取り組

む学習活動（文部科学

省，2018）として活用

できる可能性がある．

さらに，マイマップ上

に画像を保存すること

で，後に専門家から助

言を受けることができ，

長島ほか（ 2011）や，

倉林ほか（2021 が指摘

した種の同定の誤認に

ついてもある程度の精

度で改善できるだろう． 
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第 4 図．  ヌークシオ国立公園における植物や生態系サービスなど  

シートの枠組みは横山（ 2020）の方法による  

第 4 図．  ヌークシオ国立公園で撮影した画像を使った，高等学校生物基礎のた

めの教材  

シートの枠組みは横山（ 2020）の方法による  
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注  （すべて 2019.12.25 閲覧）  

1 QGIS  <https://www.qgis.org/ja/site/> 

2 小池文人  「みんなで GIS」  

<http:/ /www.minnagis.com/> 

3 グーグルマイマップ  

<https:/ /www.google.co.jp/intl/ ja/maps/about/  

mymaps/> 

4 OsadaSoft 画像位置情報取得ツール  

<https:/ /www.osadasoft.com/software/getgpsi  

nfo/> 


